
新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、政府より全国に対し
「緊急事態宣言」 が発表され、特に重点的に感染拡大防止の取り組み
を進めていく必要があるとして、 京都府は「特定警戒都道府県」とな
りました。当院も感染予防対策を行っておりますが、職員だけでなく
患者さん自身も内容を理解し、協力していただく必要があります。
一丸となっての感染予防対策が必要です。

透析新聞 号外

経営管理部 垣谷 圭祐

当院からのお願い

・面会禁止措置
・入院患者さんの外出・外泊制限
・院内放送での感染対策ご協力のお願い

（手洗い、マスクの着用）
・受付にて外来患者さん、ご利用者さん全員の手指消毒

と体温測定（できればご自宅で体温測定お願いします）
・毎日の定期的な院内の消毒などの環境整備
・1階食堂サロンでの食事禁止、テーブルの一部撤去、座席間隔の

確保（食事はご自宅でお願いします）
・受付にビニール製の透明カーテンを設置
・院内の換気促進
・取引業者や関連会社の出入り制限、禁止

院 内 対 策

・出勤前の体温測定、健康管理
・全職員の手指消毒、業務中のマスク着用の徹底
・職員への感染対策案内、メールやポスターによる情報共有
・会議の縮小、席の間隔拡大、定期的な換気の実施
・食事中の会話の自粛、昼休憩の時間的分散
・時差出勤による通勤混雑の回避
・3密(密閉、密集、密接)の3条件が重なる場所は避ける
・多人数での会食自粛、10人以上が集まる集会、イベントへ参加しない
・不要不急の外出自粛、家庭での感染防止に関する周知徹底など

職 員

患者さん、職員含め全員で感染予防の対策と協力が必要です



送迎の家族さんへ
・送迎のみの滞在時間でお願いします。10分以上の滞

在はご遠慮ください。（検温、手指消毒、マスク着用）

患者さんへ
・予定の入室時間より1時間以上前の来院はご遠慮

ください（検査がある場合は除く）。
・体重測定時、待合時はお互い間隔を取ってください。
・発熱時、かぜ症状が出た場合は事前に電話でご相談

ください（ご自身だけでなく家族も）。

洛和会音羽記念病院

当院のホームページに新型コロ
ナウイルス感染症対策などのお
知らせを随時掲載し更新してお
ります。

発熱（37.5℃以上）、風邪症状がある場合は必ず来院前に

洛和会音羽記念病院

075-594-8010（代表）

透析センターの看護師へ

※症状を伝えてください

洛和会音羽記念病院でコロナ陽性患者が発生したらどうなるのか？

当院は感染症指定医療機関ではありませんので、京都の医療衛生セン
ターへ問い合わせます。受入状況により陽性患者さんは指定病院へ転
院していただくことがあります。指定病院へ転院が難しい場合は、当
院で入院治療を継続する場合もあります。その場合は感染が拡大しな
いよう最大限の感染予防対策を行います。

透析はどうなるのか？

感染症指定医療機関でも透析は継続できます。
院内に、コロナ感染症の患者さんが入院することになっても、当院の
外来透析、入院透析は「継続」いたします。繰り返しますが感染予防
対策の徹底が重要です。患者さん自身の協力も必要です。

お願い

（手袋、マスクだけでなく
感染防護服やゴーグルも着用）
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